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1.基本情報の推移

事業所数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

令和６年度

全国 2,678,061 2,685,691 2,693,298 2,702,436 2,709,804 2,716,659 2,724,384 2,731,461 2,736,646 2,744,293 2,751,129 2,756,729 2,719,216

福井 16,869 16,890 16,895 16,925 16,947 16,947 16,975 16,995 17,007 17,014 17,031 17,026 16,960

令和５年度

全国 2,573,215 2,580,072 2,587,581 2,595,955 2,606,050 2,616,068 2,625,671 2,634,233 2,642,027 2,651,355 2,659,430 2,666,138 2,619,816

福井 16,468 16,479 16,505 16,533 16,565 16,609 16,638 16,652 16,711 16,756 16,790 16,814 16,627

令和６年度
伸 び 率

(対前年度末)

全国 0.4％ 0.7％ 1.0％ 1.4％ 1.6％ 1.9％ 2.2％ 2.5％ 2.6％ 2.9％ 3.2％ 3.4％ 2.0％

福井 0.3％ 0.5％ 0.5％ 0.7％ 0.8％ 0.8％ 1.0％ 1.1％ 1.1％ 1.2％ 1.3％ 1.3％ 0.9％
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1.基本情報の推移

加入者数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

令和６年度

全国 39,601,522 39,566,749 39,577,823 39,597,951 39,608,599 39,630,572 39,728,596 39,750,546 39,755,168 39,719,247 39,704,198 39,696,133 39,661,425

福井 276,648 275,910 275,730 275,621 275,401 275,335 276,053 276,156 275,989 275,437 275,113 275,042 275,703

令和５年度

全国 39,538,483 39,511,490 39,532,069 39,553,276 39,561,446 39,577,467 39,609,367 39,628,660 39,641,559 39,593,821 39,570,836 39,542,553 39,571,752

福井 278,505 278,006 277,910 278,276 278,199 278,013 277,916 278,073 278,009 277,376 276,963 276,762 277,834

令和６年度
伸 び 率

(対前年度末)

全国 0.1％ 0.1％ 0.1％ 0.1％ 0.2％ 0.2％ 0.5％ 0.5％ 0.5％ 0.4％ 0.4％ 0.4％ 0.3％

福井 0.0％ -0.3％ -0.4％ -0.4％ -0.5％ -0.5％ -0.3％ -0.2％ -0.3％ -0.5％ -0.6％ -0.6％ -0.4％

【加入者数（被保険者と被扶養者の合計）】
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1.基本情報の推移

【被保険者数（任意継続被保険者を含む）】

被保険者数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

令和６年度

全国 25,474,950 25,505,215 25,537,701 25,555,935 25,558,845 25,576,854 25,688,586 25,724,783 25,744,847 25,721,983 25,721,994 25,721,070 25,627,730

福井 179,324 179,262 179,353 179,321 179,124 179,073 179,932 180,113 180,044 179,589 179,456 179,351 179,495

令和５年度

全国 25,083,863 25,122,598 25,156,188 25,177,784 25,175,601 25,186,633 25,210,325 25,235,770 25,256,704 25,220,744 25,215,078 25,211,708 25,187,750

福井 178,471 178,624 178,724 178,885 178,788 178,672 178,575 178,738 178,737 178,244 177,940 177,835 178,519

令和６年度
伸 び 率

(対前年度末)

全国 1.0％ 1.2％ 1.3％ 1.4％ 1.4％ 1.4％ 1.9％ 2.0％ 2.1％ 2.0％ 2.0％ 2.0％ 1.6％

福井 0.8％ 0.8％ 0.9％ 0.8％ 0.7％ 0.7％ 1.2％ 1.3％ 1.2％ 1.0％ 0.9％ 0.9％ 0.9％
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1.基本情報の推移

【被扶養者数】

被扶養者数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

令和６年度

全国 14,126,572 14,061,534 14,040,122 14,042,016 14,049,754 14,053,718 14,040,010 14,025,763 14,010,321 13,997,264 13,982,204 13,975,063 14,033,695

福井 97,324 96,648 96,377 96,300 96,277 96,262 96,121 96,043 95,945 95,848 95,657 95,691 96,208

令和５年度

全国 14,454,620 14,388,892 14,375,881 14,375,492 14,385,845 14,390,834 14,399,042 14,392,890 14,384,855 14,373,077 14,355,758 14,330,845 14,384,003

福井 100,034 99,382 99,186 99,391 99,411 99,341 99,341 99,335 99,272 99,132 99,023 98,927 99,315

令和６年度
伸 び 率

(対前年度末)

全国 -1.4％ -1.9％ -2.0％ -2.0％ -2.0％ -1.9％ -2.0％ -2.1％ -2.2％ -2.3％ -2.4％ -2.5％ -2.1％

福井 -1.6％ -2.3％ -2.6％ -2.7％ -2.7％ -2.7％ -2.8％ -2.9％ -3.0％ -3.1％ -3.3％ -3.3％ -2.8％
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1.基本情報の推移

【標準報酬月額の平均】

平均標準報酬月額 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

令和６年度

全国 305,829 305,622 305,353 306,258 307,079 312,550 311,847 311,687 311,524 311,609 311,834 311,812 309,417

福井 291,782 291,654 291,550 292,626 293,442 298,095 297,306 297,179 297,156 297,347 297,572 297,555 295,272

令和５年度

全国 300,921 300,694 300,476 301,259 302,025 307,007 306,953 306,842 306,709 306,839 307,043 306,991 304,480 

福井 287,708 287,503 287,294 288,348 288,939 292,369 292,415 292,357 292,388 292,577 292,769 292,816 290,624 

（単位：円）
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1.基本情報の推移

【加入者一人当たり医療費】

一人当たり医療費 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

令和６年度
全国 16,790 16,832 16,817 17,969 16,892 16,561 17,671 17,240 18,441 17,364 16,408 18,524 17,293

福井 17,031 16,893 16,627 17,520 17,202 16,649 17,661 16,723 18,175 17,427 16,446 18,946 17,275

令和５年度
全国 16,118 16,579 17,207 17,370 17,106 17,030 17,292 16,875 17,674 16,938 16,908 17,964 17,088

福井 16,111 16,723 17,135 17,176 17,549 17,332 16,828 16,731 17,851 17,227 17,172 18,541 17,198

令和６年度 伸び率
(対前年度同月)

全国 4.2％ 1.5％ -2.3％ 3.5％ -1.3％ -2.8％ 2.2％ 2.2％ 4.3％ 2.5％ -3.0％ 3.1％ 1.2％

福井 5.7％ 1.0％ -3.0％ 2.0％ -2.0％ -3.9％ 5.0％ 0.0％ 1.8％ 1.2％ -4.2％ 2.2％ 0.5％

令和５年度 伸び率
(対前年度同月)

全国 2.4% 5.7% 4.7% 2.6% 0.1% 4.9% 4.4% 2.0% 2.9% 3.2% 5.1% -1.5% 3.0%

福井 3.8% 7.7% 1.3% 0.9% 0.3% 3.9% -0.7% -1.0% -0.6% 3.9% 1.9% -1.4% 1.7%

全国平均よりも伸び率が低い月
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1.基本情報の推移

【現金給付支給件数（傷病手当金）】
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2. 第6期アクションプランのコンセプト

9

第6期アクションプラン
（令和6年度～令和8年度）



3.支部業務内容

協会けんぽ福井支部では4つのグループにて各種事業を実施しています。

●評議会

●医療費適正化

●コラボヘルス

●広報

企画総務グループ

●健診

●特定保健指導

●重症化予防

●データヘルス計画

●レセプトの点検

●医療費のお知らせ

●債権回収

●各種保険給付の支払い

●退職後の健康保険の手続き

●被扶養者資格の再確認

戦略的保険者機能関係 基盤的保険者機能関係

保 健 グ ル ー プ

レセプトグループ

業 務 グ ル ー プ

加入者及び
事業主の皆様
の利益の
実現を図る
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4.基盤的保険者機能

◎サービススタンダードとは

KPI 結果・推移

◎サービススタンダード平均所要日数

サービス水準の向上

令和5年度 実績 令和6年度 目標 令和6年度 実績 令和7年度 目標

99.9％ 100％ 100％ 100％

KPI 結果・推移

令和5年度 実績 令和6年度 目標 令和6年度 実績 令和7年度 目標：窓口受付率に変更

96.0％ 96.0％ 96.0％ 4.0％以下

業務G

傷病手当金、出産手当金、出産育児一時金及び埋葬料について、申請の受付から10営業日以内に申請者の口座に振り込みが
終了することとした基準

◆サービススタンダードの達成状況

◆現金給付等の申請に係る郵送化率

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 目標

7.52日 6.13日 4.79日 7日以内を維持

11

毎朝郵便局へ赴き郵便物の回収を行うこととしたため、申請書の
受理が早くなり、平均所要日数が短縮された。



4.基盤的保険者機能

◎柔道整復施術とは

KPI

現金給付適正化の推進

令和5年度 実績 令和6年度 実績

1,511件 1,534件

接骨院や整骨院で柔道整復師（国家資格）によって、骨・関節・筋・腱・靭帯などに加わる外傷性が明らかな
原因によって発生する骨折・脱臼・打撲・捻挫・挫傷などの損傷に対し、手術をせずに、整復・固定などを行
い、人間が持つ治癒能力を最大限に発揮させる治療。

（健康保険の適用）
急性などの外傷性の打撲・捻挫・および挫傷（肉離れなど）・骨折・脱臼
※骨折・脱臼については医師の同意が必要（応急処置を除く）

（健康保険の適用範囲外）
・単なる肩こり、筋肉疲労や慰安目的のあん摩・マッサージ代わりの利用
・病気（神経痛・リウマチ・五十肩・関節炎・ヘルニアなど）からくる痛み・こり
・脳疾患後遺症などの慢性病
・過去の交通事故等による後遺症
・症状の改善の見られない長期の治療
・医師の同意のない骨折や脱臼の治療（応急処置を除く）
・仕事中や通勤途上におきた負傷

◆柔道整復施術療養費の多部位かつ頻回の申請に対する文書照会の実施
*多部位：1回の申請について施術箇所が複数個所

業務G

12

柔道整復施術療養費の2部位以上かつ月10日以上の申請に対し加入者への文書照会を実施。

結果・推移



4.基盤的保険者機能

◆レセプト点検の流れ

・右の図は、医療機関が医療費請求（レセプト請求）をしてから医療費の適正化を
受けるまでの簡略図です。

・加入者が医療機関を受診した場合、医療機関は請求書（診療報酬明細書）を作成し
窓口で本人請求します。7割(8割)については支払基金へ請求(図①)します。

・一次審査を行った支払基金は、協会けんぽへ費用の請求（図②）を行います。

◆内容点検とは

・レセプト請求に書かれた診察・投薬・検査等の請求に誤りや不備が無いかを確認し、
誤りなどがあれば支払基金へ再審査(図③)を依頼。

・基金が再審査した結果、医療機関へ清算・減額(図④)を行います。
・ 査定率は(図④)を元に算出しています。
協会けんぽは二次審査を行っているとご理解ください。

①レセプト点検の査定率

②再審査1件当たり査定額

【取り組み】
福井支部では、年2回の外部講師による研修と月2回の勉強会、他支部の研修や勉強会に参加しました。また、令和５年度

と比較して、点検のスケジュールと作業の無駄な工程見直しによる事務効率化を図り、情報共有を強化することで同様の高
額事例に集中した結果、前年並みの査定率と目標を上回る再審査１件当たり査定額を達成し効果の高い点検ができた。

効果的なレセプト内容点検の推進

令和4年度 実績 令和5年度 実績 令和6年度 実績 令和7年度 目標

①０．１２９％ 12位
②６，６４４円 24位

①０．２１８％ 6位
②８，３６４円 20位

①０．２１０％ 4位
②１１，５１９円 10位

①０．２１０％ 以上
②１１，５１９円 以上

医療機関

保険者負担　7割　・　本人負担　3割

支払基金

一次審査　　／　　再審査

協会けんぽ

資格点検　外傷点検　内容点検

高額療養費

①

②
③

④

レセプトG

KPI 結果・推移
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4.基盤的保険者機能

◆返納金債権の種類と発生金額割合
令和６年度の発生金額の割合は、右の図の発生割合のとおり無資格受診が多く、

次に障害年金調整でありますが業務上傷病が高額になることもあります。

◆返納金債権とは
・無資格受診と健診費用は、資格喪失により発生。
・障害年金調整と老齢年金調整は、傷病手当金と年金の調整。
・業務上傷病は、労災・通災が認められる場合。
・自己負担額誤りは、前期高齢者の２割が３割負担に変わる場合。
・その他は、現金給付等で還付いただく必要がある場合。

◆保険者間調整とは
・無資格受診の返納金が発生し、国民健康保険に加入している
場合は協会けんぽと 国民健康保険で相殺していきます。

【取り組み】無資格受診の場合、次に加入している健康保険(主に国民健康保険)と保険者間調整で相殺で
きる可能性があるため、文書・電話・訪問・弁護士からの案内などの段階を踏んで実施し、本人から保険
者間調整の申請書を取得した。

返納金債権発生防止

令和4年度 実績 令和5年度 実績 令和6年度 実績 令和7年度 目標

６７．６０％ 18位 ７８．８３％ 14位 ７２．２２％ 24位 ７２．２２％ 以上

KPI 結果・推移 返納金債権の回収率 （診療報酬返還金（不当）を除く。）

レセプトG
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出力種別 調定額 回収額 残高 回収率

無資格受診 4,488万 2,920万 1,568万 65.05%

業務上傷病 839万 640万 199万 76.32%

障害年金調整 1,693万 1,450万 243万 85.65%

老齢年金調整 88万 85万 3万 96.39%

自己負担額誤り 130万 117万 13万 89.91%

健診費用 4万 3万 1万 83.79%

その他 66万 63万 3万 94.87%

総計 7,311万 5,280万 2,031万 72.22%



本人退職 保険証回収

5月31日 6月5日

年金機構
入力

郵送到着

6月13日 6月7日

本人催告 事業所催告

6月22日 6月29日

4.基盤的保険者機能

◆資格喪失後１か月以内の保険証回収の流れ

・退職や扶養家族の抹消等の場合、本人や扶養家族の健康保険証を返納していただく必要が
あります。(図①)

・退職時の資格喪失届は、電子申請が主流になり保険証は後日返却する方法に変わりましたが、
紙の届書(図②)と同様に申請と同時に保険証返納が本来です。

・(図③)保険証回収にかかる平均的な入力日数です。
・本人(図④)と事業所(図⑤)へ催告するタイミングです。

◆１か月以内の回収とは

・右の図は、退職から保険証催告までの一般的なモデル図で、5月31日が退職日で資格喪失日
は6月1日のケースです。

・本人催告から約1週間後に事業所催告し、退職日から1か月を要しています。
・催告が目的ではなく、本来の保険証返却についてご案内し、次回以降の注意喚起を期待して
います。
※モデル図であり、土日祝日を考慮しておりません。

【取り組み（証回収）】
本人電話催告・文書催告で「事業主へ返却済み」の回答が9割程度もあるため、支部独自の事業として社会保険労務士会

に協力を求め、対象事業所を広げて催告文書を発送しました。

返納金債権発生防止

令和3年度 実績 令和4年度 実績 令和5年度 実績 令和6年度 実績

９0.38％ 16位 ９１．８４％ 16位 ８９．３５％ 12位 ８８．９１％ 10位

⑤

④

②

③

①

レセプトG

KPI 結果・推移 保険証回収率 (資格喪失後1か月以内)
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5.戦略的保険者機能（健康づくり事業）

【第3期データヘルス計画】(令和6年度から令和11年度)

医療保険者による、レセプトや健診データから得られる情報、各種保健医療関連統計資料の分析に基づ
く、効率的・効果的な保健事業をPDCAサイクルで実施するための計画

10年以上経過後に達成する
ゴール

6年後に達成する目標

脳血管疾患の入院受診率を令和4年度よりも減少させる
人工透析患者の対加入者数割合を全国平均よりも減少させる

収縮期血圧が130mmHg以上の加入者数の割合を令和4年度よりも減少させ
る（40歳以上59歳以下）

血圧リスクに着目した特定保健指導の実施

健診機関による受診勧奨域者への受診勧奨の実施
福井県糖尿病性腎症重症化予防プログラムに則った受診勧奨
糖尿病治療者への歯科受診勧奨

目標達成するための取組み事業名

1 健診

2

3

特定保健指導

重症化予防

保健G
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4 コラボヘルス
事業所への効果的なサポートメニューの提供
事業所での歯科講習会の実施

小規模事業所における生活習慣病予防健診の受診率向上
嶺南東部における健診受診率向上



5.戦略的保険者機能（健康づくり事業）

◆健診の種類

【取り組み（生活、事業者、被扶養者）】

健診の推進

生 活： 小規模事業所への受診勧奨の実施、嶺南東部地域への巡回健診の日程拡大

事 業 者： 健診結果取得実績を持った委託業者と連携した勧奨

被扶養者： 無料集団健診におけるオプション健診の拡充(眼底検査、骨粗鬆症検診、歯科健診)

人間ドック

生活習慣病予防健診
＜35歳以上の被保険者＞
がん検診を含んだ健診

協会けんぽが費用の補助をしています。

令和5年度より補助額を増額
自己負担額最高7,169円→5,282円

定期健康診断(事業者健診)
労働安全衛生法で定められた健診

特定健診
＜40歳以上の被扶養者(ご家族)＞
メタボリックシンドロームに着目した健診

協会けんぽが費用の補助をしています。

保健G
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集団健診の受診勧奨

令和6年度予算 執行額 執行率 備考

2,640千円 1,613千円 61.1％ 夏・秋・冬の勧奨について、

一括調達に変更し経費を削減

KPI

KPI 結果・推移

令和5年度 実績 令和6年度 目標 令和6年度 実績 令和7年度 目標

27.1％ 28.7％ 31.8％ 15位 30.1％

KPI 結果・推移

令和5年度 実績 令和6年度 目標 令和6年度 実績 令和7年度 目標

68.2％ 68.7％ 66.5％ 9位 70.4％

(生活習慣病予防健診実施率)

(事業者健診データ取得率)KPI 結果・推移

令和5年度 実績 令和6年度 目標 令和6年度 実績 令和7年度 目標

11.4％ 11.4％ 11.2％ 12位 11.4％

(被扶養者特定健診実施率)

事業者健診データ取得

令和6年度予算 執行額 執行率 備考

7,479千円 6,774千円 90.6％

5.戦略的保険者機能（健康づくり事業） 健診の推進 保健G
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【福井支部 健診受診率の推移】

5.戦略的保険者機能（健康づくり事業） 健診の推進 保健G
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74,484 
78,933 81,677 82,488 81,646 

12,575 

15,721 
13,445 13,770 13,727 

5,448 

6,487 6,350 6,421 7,164 

61.5%

67.4%

70.1% 71.0%
70.6%
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57.9% 57.9%
59.1%
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40.0%

50.0%

60.0%
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特定（家族）
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生活

福井支部実施率

全国平均実施率
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5.戦略的保険者機能（健康づくり事業）

◆特定保健指導とは

KPI

特定保健指導の推進

健診を受けた結果「メタボリックシンドローム」のリスクのある40歳から74歳までの方を対象に行う健康サポートです。
健診結果を理解して体の変化に気づき、生活習慣を改善するための行動目標を設定するなど、自らの健康に関するセル
フケア(自己管理)ができるように、保健師または管理栄養士がアドバイスします。

保健G
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5.戦略的保険者機能（健康づくり事業）

KPI

特定保健指導の推進 保健G

令和5年度 実績 令和6年度 目標 令和6年度 実績 令和7年度 目標

13.6％ 45.3％(※) 15.6％ 27位 15.6％

結果・推移KPI

令和5年度 実績 令和6年度 目標 令和6年度 実績 令和7年度 目標

24.4％ 25.5％ 23.2％ 23位 28.0％

結果・推移KPI （被保険者）

（被扶養者）

21

※令和4年度実績(44.7％)について、令和3年度実施分が特定保健指導実施機関からの請求が遅れ令和4年度に取り込んだため、令和4年度実施
分と合わせて2年度分の実績となりました。
そのため、令和6年度目標設定が令和4年度実績に基づいた設定となるため、著しく高い設定となっています。

ICTを活用した
遠隔による保健指導

令和6年度予算 執行額 執行率 備考

330千円 253千円 76.7％

・支部契約保健師等による特定保健指導の実施強化
特定保健指導利用案内の確実な送付

・特定保健指導契約機関に実施者数の拡大をアプローチ
県内最大規模の健診機関に対して、健診当日の特定保健指導実施を依頼

【取り組み】



5.戦略的保険者機能（健康づくり事業）

KPI

特定保健指導の推進 保健G
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22.4%

5.6%

28.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

初回面談実施率（直営） 初回面談実施率（委託） 初回面談実施率（直営+委託）

福井支部の直営に
よる初回面談実施
率は全国5位

【令和6年度 支部別初回面談実施率】

1人当たり初回面談
実施人数は全国6位

(R6.4-9月実施分)



【福井支部 特定保健指導実施率の推移】

5.戦略的保険者機能（健康づくり事業）特定保健指導の推進 保健G
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◆未治療者受診勧奨とは

KPI 結果・推移

令和5年度 実績 令和6年度 目標 令和6年度 実績 令和7年度 目標

33.3％ 33.3％ 33.8％ 27位 前年度以上（※）

生活習慣病予防健診を受診した被保険者のうち、血圧、血糖、脂質のいずれかにおいて要治療・要精密検査と判定され、
健診受診月の前月から4か月以内に医療機関を受診していない方に受診勧奨を実施するものです。

【二次勧奨送付文書】

5.戦略的保険者機能（健康づくり事業）重症化予防の推進 保健G

24

(※)令和7年度より生活習慣病予防健診受診者に加えて、事業者健診結果データ取得者・特定健診受診者も含むことになります。

【回答書】 【受診啓発チラシ】



◆糖尿病性腎症重症化予防とは

KPI

糖尿病性腎症重症化予防

令和6年度予算 執行額 執行率 備考

3,960千円 3,594千円 90.8%

糖尿病性腎症等の重症化を予防するため、福井県医師会・福井県糖尿病対策推進会議・福井県の三者で策定された
「福井県糖尿病性腎症重症化予防プログラムに準じて、受診勧奨及び保健指導を実施するものです。

【受診勧奨チラシ】

5.戦略的保険者機能（健康づくり事業）重症化予防の推進 保健G

25

【受診結果回答書】



◆協会主催集団健診における歯科健診の同時実施(被扶養者対象)

KPI

5.戦略的保険者機能（健康づくり事業）重症化予防の推進 保健G
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冬季に開催する協会主催集団健診会場において、歯科健診を実施
令和6年度初開催、令和7年度継続実施決定

実施方法

①集団健診申込時に、合わせて歯科健診希望者を受付

②健診機関から問診票送付時に、歯科健診問診票（複写式）を同封

③当日、特定健診終了後、健診機関側の誘導員が確認・声掛けの上、歯科健診ブースへ誘導

④歯科健診を行い、健診結果（本人控え）をその場で受診者へ手渡し

費 用 無料

検査内容
むし歯、歯周病、
その他の口腔疾患の審査

受診時間 1人あたり5分程度

実施結果 令和６年度

特定健診申込者数 652人（6市7会場）

歯科健診申込者数
／上限数

246人／280人（87.8％）

歯科健診受診者数 203人

福井県歯科医師会との連携により、県内全域の会場で実施

【受診勧奨DM】
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戦略的

戦略的保険者機能の一層の発揮

① コラボヘルス
※
の推進

○ 健康保険委員数・宣言事業所数の拡大

○ 健康課題に着目した事業所へのポピュレーションアプローチの実施

② 医療費適正化

○ ジェネリック医薬品の使用促進

○ バイオシミラーの使用促進

③ 広報活動等を通じた加入者の理解促進

担当：企画総務グループ

※コラボヘルスとは保険者と事業主が連携して従業員の健康づくりの

取り組みを行うこと



47.4
50.2

53.6
58

61
65.6

71.3 72.5 73.4
76.1

78.9 78.9

32.5 35
39.5

42.3
45.3 47.6

50.8 52.6 52.8 53.3 53.8 54.2

H29.3 H30.3 H31.3 R2.3 R3.3 R4.3 R5.3 R6.3 R6.6 R6.9 R6.12 R7.3

被保険者カバー率

福井支部 全国平均

5.戦略的保険者機能（コラボヘルス）

KPI 被保険者カバー率

健康保険委員の登録拡大

企画総務G
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福井支部は78.9％で

全国1位

『健康保険委員』とは
協会けんぽと加入者様・事業主様の橋渡し役

2,094
2,219

2,371

2,563

2,685
2,994

3,548 3,949

5,764 6,082

H29.3 H30.3 H31.3 R2.3 R3.3 R4.3 R5.3 R6.3 R7.3 R7.5

福井支部 登録人数

健康保険委員

大きく伸びた要因
は、これまで行っ
ていなかった小規
模事業所を開拓し
たため。

14か月で
2,100人超
増加

令和6年度 目標 令和6年度実績 令和7年度 目標

72.4%以上 78.9% 80.3％以上

健診受診率の規模別分析

→小規模事業所が低い

小規模事業所へ集中的に健

康保険委員の登録を案内

健康保険委員向けのセミ

ナーを実施（8/22）

健康保険委員に健診や健康

づくりの案内について

小規模事業所へ向けた

「特定保健指導」の実施と

「健康づくり宣言」への参加

分析 令和6年度 施策 令和7年度 施策 今後



5.戦略的保険者機能（コラボヘルス）

◎『健康づくり宣言』事業所の拡大

KPI 結果・推移

令和6年度 目標 令和6年度 実績 令和7年度 目標

1,550社以上 1,449社 1,590社以上

◎主な予算の執行状況

令和6年度予算 執行額 執行率 備考

165千円 316千円 191.1％
好事例集を増刷したことに
より、他の予算を流用

『健康宣言』とは

社員の健康づくりに取組むことを社内外に宣言すること

33 
91 127 

283 

468 

730 

1,036 

1,297 
1,382 

1,449 

H28.3 H29.3 H30.3 H31.3 R2.3 R3.3 R4.3 R5.3 R6.3 R7.3

〇 案内リーフレットの作成 4,500部送付

〇 好事例集の同封 2,500部作成

〇 広報誌や関係団体を通じた広報の実施

前年度比+67件
目標比-101件

企画総務G
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健康づくり宣言



30

○ 健康課題に着目したポピュレーションアプローチの実施

健康づくり好事例集の作成
健康経営優良法人認定企業の中から、

規模別・地域別に6社を選定し、現地で取材を行い作成し

た。

ご協力企業

株式会社 エツミ光学

株式会社 長田工業所

カワイ 株式会社

株式会社
川上測量コンサルタント

東洋染工 株式会社

株式会社 ミヤゲン

5.戦略的保険者機能（コラボヘルス） 企画総務G好事例集好 事 例 集

◎主な予算の執行状況

令和6年度予算 執行額 執行率

1,793千円 1,410千円 78.6％



5.戦略的保険者機能（コラボヘルス）

◎『健康づくり宣言』事業所への支援

〇 協会けんぽ講習会の実施

内容
令和6年度
予算上限数
（令和5年度）

令和6年度
実施件数

（令和5年度）

委託/協定連携

事業者
令和7年度
予算上限

生活習慣病予防
コース

30
（25）

26
（16）

医療法人社団
洛和会 30

メンタルヘルス
コース

50
（25）

40
（21）

福井産業保健
総合支援
センター

50

健康運動
コース

50
（25）

47
（21）

有限会社
パワーリンク 50

歯科講習会
10

（25）
2

（7）
福井県

歯科医師会 5

合計 140 115 － 135

◎主な予算の執行状況

令和6年度予算 執行額 執行率

3,498千円 2,829千円 80.8％

企画総務G
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講 習 会
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○ 健康課題に着目したポピュレーションアプローチの実施
ウォーキングアプリを使用したウォーキングイベント（県の事業との連携）

35

55 51

63

87

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

●イベント参加によって、社内でのコミュニケーションが活性化されたと感じましたか

●イベント参加によって、健康改善につながったと感じましたか

0 10 20 30 40 50 60

どちらともいえない

イベント参加前より減らしたい

イベント参加前と同量にしたい

イベント参加前より歩く量を増やしたい

●今後のウォーキングへの意気込みとしてあてはまるものを1つ選んでください

86%

参加事業所数 第5回アンケート結果

若年層が全国平均参加案内を小規模事業所にまで
拡大したことで参加事業所数が増加

第5回（令和6年度）実績

事業所数 87 チーム数 425 参加人数 1,111人

0 20 40 60 80 100

いいえ

はい

0 20 40 60 80

いいえ

はい

87%

65%

N=29

5.戦略的保険者機能（コラボヘルス） 企画総務Gウォーキングイベント

◎予算の
執行状況

令和6年度予算 執行額 執行率 備考

638千円 330千円 51.7％
既成アプリの活用
及び初回特価のため
経費を抑えられた
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◎『健康づくり宣言』事業所へのサポート

健康測定機器の貸出し
○ 対象 健康づくり宣言事業所

○ 目的 健康測定機器を事業所へ貸し出すことで、健康への関心をもってもらう.

○ 内容 申込みの依頼があった事業所へ5日間レンタルするもの

1.血管年齢測定器 36件

2.野菜摂取度測定器 12件

3.骨健康度測定器 11件

4.体組成測定器 1件

令和6年度の貸出機器 60件

5.戦略的保険者機能（コラボヘルス） 企画総務G測定機器の貸し出し測定機器貸出

◎主な予算の執行状況

令和6年度予算 執行額 執行率 備考

858千円 1,716千円 200％ 他の余剰予算から流用

結果

好評のため、当初30件を上限としていたが増枠し60件とした。アンケートでは健康への意識が高まった

だけでなく、副次的に社員のコミュニケーションの活性化につながったなど、今後も健康測定機器の貸出に

期待するとの意見が多かった。

血管年齢測定器 イメージ



5.戦略的保険者機能（医療費適正化）

◎現状分析 福井支部ジェネリック医薬品使用割合推移

79.1 

80.5 

82.6

88.6 

80.4 
81.7 

83.8 

89.0 

4 7 10 R5.1 4 7 10 R6.1 4 7 10 R7.1

福井（使用割合） 全国（使用割合）

企画総務G
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医療保険制度改正
（医薬品の選定療養制度の導入）

例：先発医薬品100円/1錠
ジェネリック医薬品60円/1錠

差額の40円の1/4である10円が、
特別料金として加算される。

ジェネリック医薬品



5.戦略的保険者機能（医療費適正化）

令和6年9月 令和6年10月 令和6年11月 令和6年12月

84.4% 87.6％ 88.3％ 88.8％

〇ジェネリック医薬品軽減額のお知らせの送付

◎主な予算の執行状況

令和6年度予算 執行額 執行率

7,648 千円 6,490千円 84.6%

送付人数 6,682人
（実着6,650人 未着32人）

通知月 10月～11月

切替人数

切替率

2,338人

61.4％

軽減効果額
4,605,052円/月

55,260,624円/年

切替者一人あたり
軽減効果額

1,970円

企画総務G
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令和6年1月～3月
6,500人の使用率

月別使用率

※通知月の翌月

ジェネリック医薬品
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○バイオシミラーの使用促進

『生物の力を利用して作る薬』＝『タンパク質でできた薬』

複雑な構造のタンパク質のため、開発・製造・品質管理に高度な技術が必要

バイオ医薬品とは

メリット
難病への治療薬として
多大な恩恵をもたらす

デメリット
価格が高いものが多い

糖尿病(ｲﾝｽﾘﾝ) 
関節リウマチ（ｱﾀﾞﾘﾑﾏﾌﾞ）
がん（ﾌｨﾙｸﾞﾗｽﾁﾑ、ｵﾌﾟﾁｰﾎﾞ）

認知症（ﾚｶﾈﾏﾌﾞ） 等

バイオシミラーとは

先行バイオ医薬品の特許が切れた後に、他の製薬企業

から発売されるバイオ医薬品の後続品。

「ほぼ同じ有効成分」が「同じ量」含有。

➡値段は比較的安い。（バイオ医薬品の約70％）

5.戦略的保険者機能（医療費適正化） バイオシミラー



5.戦略的保険者機能（医療費適正化） 企画総務G
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医療機関訪問総括

方針：やや積極的

○ 病院経営で黒字が大きくなる薬剤は積極的に採用

○ 施設基準におけるバイオ後続品使用体制加算を取りたい

阻害要因

○ 供給不足

○ デバイス（注射器やペン型のキット等）の違いによる患者拒否

○ 治療途中患者の切り替え困難

○ 適応相違の問題（バイオ医薬品とバイオシミラーで使用できる病気や症状が一部異なる。）

ジェネリック医薬品



5.戦略的保険者機能（医療費適正化）

１．医療費適正化リーフレットの作成

企画総務G
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県内の全市町のこども医療費受給者証の交付に併せ
たリーフレットの配付
全市町へ合計5,550部配布

２．育児冊子の配付

新生児の親へジェネリック医薬品のメリットを
掲載した冊子を郵送 年間で1,752冊を配布

◎主な予算の執行状況

令和6年度予算 執行額 執行率 備考

医療費適正化
リーフレット 99千円 162千円 163.3%

部数の増加により予算超過

したため他の予算から流用

している。

育児冊子の配付 1,439千円 701千円 48.7%

冊子の単価が安価となった

こと及び配付数の減により

執行率が低くなった。

ジェネリック医薬品
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○上手な医療のかかり方の周知啓発

ふくまむ祭での啓発活動
ブース出展（令和6年度の実施内容）

・育児冊子、こども用ジェネリックシール

・特定健診受診案内ポケットティッシュの配布

・こどもの手形スタンプのプレゼント

5.戦略的保険者機能（医療費適正化） 企画総務G上手な医療のかかり方上手な医療のかかり方

◎主な予算の執行状況

令和6年度予算 執行額 執行率

896千円 538千円 60％

株式会社 福井新聞社様 ご提供資料より

評価

○ 175組200名以上のブースへの参加者があった。

○ 来場者は30代、40代の夫婦とその子どもが中心。

（協会けんぽ加入者の割合が高いことが見込まれる）

○ 若年層の医療費適正化及び保健事業のPRのために来年度も実施したい。

○ 改善点としては、参加者にアンケートをとり参加者の声を吸い上げたい。



5.戦略的保険者機能（加入者への広報） 企画総務G
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様々な媒体での広報

広報媒体

 シネアド（ 映画館における動画広告 ）

 Web広告

（youtube、TVer、Googleディスプレイ、Yahoo!ディスプレイ等）

 新聞広告

 独自広報誌

 関係団体広報誌

◎主な予算の執行状況

令和6年度予算 執行額 執行率

10,347千円 9,249千円 89.4％

○ 最重点広報テーマ

• 健康づくりサイクルの定着

• マイナンバーと保険証の一体化

• 令和7年度 支部保険料率

○ 定例テーマ

• 申請書の書き方

• 交通事故の際の保険の使い方

• 上手な医療のかかり方 等



6.KPI結果一覧表
No 項目 目標 実績 目標差 達成状況

1 サービススタンダード（現金給付の申請受付から支給まで10日間） 100％ 100％ ±0 達成

2 申請書郵送化率 96.0％以上 96.0％ ±0 達成

３
協会のレセプト点検の査定率

査定率＝協会のレセプト点検により査定（減額）した額÷協会の医療費総額
0.218%以上 0.210％ ▲0.008 未達成

４ 協会の再審査レセプト１件当たりの査定額 8,364円以上 11,519円 +3,155円 達成

５ 日本年金機構回収分も含めた資格喪失後１か月以内の保険証回収率 89.35％以上 88.91％ ▲0.44 未達成

６ 返納金債権（診療報酬返還金（不当請求）を除く。）の回収率 78.83％以上 72.22％ ▲6.61 未達成

７ 生活習慣病予防健診実施率 68.7％以上 66.5％ ▲2.2 未達成

８ 事業者健診データ取得率 11.4％以上 11.2％ ▲0.2 未達成

９ 被扶養者の特定健診実施率 28.7％以上 31.8％ +3.1 達成

10 被保険者の特定保健指導実施率 25.5％以上 23.2％ ▲2.3 未達成

11 被扶養者の特定保健指導実施率 45.3％以上 15.6％ ▲29.7 未達成

12 健診受診月から10か月以内に医療機関を受診した者の割合 33.3％以上 33.8％ +0.5 達成

13 健康づくり宣言事業所数 1,550事業所以上 1,449事業所 ▲101事業所 未達成

14 ジェネリック医薬品使用割合 82.4％以上 88.6％
（R7.2）

＋6.2 達成

15 健康保険委員が委嘱されている事業所の被保険者数の割合 72.4％以上 78.9％ ＋6.5 達成

16 健康保険委員の委嘱事業所数 3,707事業所 5,485事業所 +1,778事業所 達成

17 一般競争入札に占める一者応札案件の割合
15％以下または年間6件以

下の場合1件以下 0％（0/9） ― 達成

41

達成 未達成

9 8



7.予算執行状況一覧表

福
井
支
部

支
部
保
険
者
機
能
強
化
予
算

予算
区分

分野 経費の主な内容 令和6年度予算 執行額 執行率

支
部
医
療
費
適
正
化
等
予
算

医療費適正化対策

ジェネリック医薬品使用促進チラシ、
適正受診に向けた育児冊子の配付 1,538千円 863千円 56.1％

広報・意見発信

定期的に全事業所に送付するチラシ等の
印刷に関する費用
映画館や新聞、WEB等を用いた広報に
関する経費
イベントへのブース出展や事業所アン
ケート調査に関する費用

8,093千円 7,269千円 89.8％

支
部
保
健
事
業
予
算

健診経費

治療中者の検査結果情報提供
事業者健診結果データの取得
健診受診勧奨等経費
集団健診

15,063千円 11,065千円 73.5％

保健指導経費
中間評価時の血液検査費
保健指導推進経費
保健指導利用勧奨経費

1,261千円 757千円 60.0％

重症化予防事業経費
未治療者受診勧奨
糖尿病重症化予防対策

4,932千円 4,340千円 88.0％

コラボヘルス事業経費
コラボヘルス事業

7,013千円 6,694千円 95.5％

その他の経費
その他の保健事業

1,463千円 351千円 24.0％

合 計 39,363千円 31,339千円 79.6％
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